
１ 動物検疫強化期間
 ８月４日 ～ 当面の間

３ 水際対応実施状況の点検

 各空海港における靴底消毒及び車両消毒の実施状況の点検を徹底
・ 船舶会社・代理店に畜産関係車両搭載の有無の情報収集を再徹底
・ 塵芥処理業者への情報提供、ギャベージの適切な処理実施の再徹底

２ 出入国者への注意喚起・検査強化

 検疫探知犬活動・家畜防疫官による口頭質問
・ 発生のあった又は疑いのある地域（遼寧省、河南省、黒龍江省、江蘇省、吉林省）

の空港からの直行便全便に対し、検疫探知犬による探知活動又は口頭質問を実施
→地方空港では、常時全便に対し口頭質問を実施。大連・瀋陽便の到着する

北九州空港及び富山空港には探知犬を派遣（北九州：８／10、富山：８／15）
・その他中国からの航空便等の旅客に対し、検疫探知犬による探知活動及び

口頭質問を強化

 動物検疫所統一広報ポスターの掲示
 全国的に広報キャンペーンを実施、報道機関を通じて注意喚起

日本語／中国語
ポスター

４ その他
 Webサイトでの注意喚起（ポスター掲示、発生情報掲載）
 航空会社等への情報提供、ポスター掲示・機内アナウンスの依頼
 中国からの豚由来畜産物の検査強化（モニタリング検査を含む）

中国のアフリカ豚コレラ発生における動物検疫対応について

広報キャンペーン
17



口蹄疫等の侵入防止のための水際検疫の強化

・ 韓国等東アジアにおける口蹄疫の発生を受け、国内への侵入を防ぐため、空海港での入国者の靴底消毒・
車両消毒や、旅客への注意喚起や検疫探知犬を活用した抜き打ち検査などの動物検疫措置について一層の強
化・徹底を実施。

・ 平成23年４月の家畜伝染病予防法の改正に伴い、本病の発生国からの入国者に質問を実施したり、携帯品
の検査や必要に応じた消毒を実施することができるようになるなど、ウイルス侵入防止措置をより一層強化。

発生国・地域 国際空海港における旅客に対する水際対策

Q 1. 
過去1週間以内に牛、豚、
鶏などの家畜に接触したり
、牧場、と畜場などの畜産
施設に立ち寄りましたか？

Q 2. 
家畜やその糞尿、牧場等の
土に触れた衣類や靴などを
所持していますか？ ハム
、ソーセージなどの肉製品
を所持していますか？

Q 3. 
日本国内で、1週間以内に
家畜に触れる予定がありま
すか？

（必要に応じ、英語、中国語、
韓国語等を記載した資料を使用）

消毒マットを用いた靴底消毒検疫探知犬による手荷物検査

動物検疫に関する注意喚起 発生国からの入国者
への質問の実施
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○ 動植物検疫探知犬は、旅客の手荷物の中から動植物検疫の対象となるものを嗅ぎ分けて発見し、畜産物や農
産物の不正持込の摘発に貢献。 ※全国で検疫探知犬28頭を導入（ビーグル26頭、ラブラドール・レトリバー2頭）

日本における動植物検疫探知犬の概要

新千歳空港

ナイトロ
（♂）

ロキシー
（♀）

ハンター
（♂）

リトルマン
（♂）

中部国際空港

ハーパー
（♀）

川崎東郵便局

ビーン
（♀）

シーザー
（♂）

ラスティー
（♂）

那覇空港

★
★

★★★

★

★★

ニール
（♂）

バッキー
（♂）

ダブ
（♀）

タリー
（♂）

東京（羽田）国際空港

ボウ
（♂）

ジャグ
（♂）

セシル
（♂）

フジ
（♂）

関西国際空港

タロウ
（♂）

モモ
（♀）

平成30年度には羽田空港に
１頭増頭予定

ティナ
（♀）

ギャリー
（♂）

アルバート
（♂）

バイユー
（♂）

メグ
（♀）

ボタン
（♀）

成田国際空港

蘭
（♀）

タンク
（♂）

アリーシャ
（♀）

福岡空港

次郎
（♂）
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携帯品で持ち込まれた輸入禁止品の実績（平成25年～29年）

45,292

57,213
62,742

84,025

94,741

H.25 H.26 H.27 H.28 H.29

携帯品による輸入禁止品の件数

※平成29年は速報値

10,252
13,379

16,520

28,203

37,601

H.25 H.26 H.27 H.28 H.29

検疫探知犬による摘発件数

（外国郵便物を含む）

（14頭）
（20頭）

（22頭）

（26頭）

（28頭）

順位 国名 件数

１ 中華人民共和国 41,765

２ ベトナム 12,103

３ フィリピン 8,029

４ 台湾 7,217

５ 大韓民国 6,324

平成29年における輸入禁止品の仕出国（上位５か国）

対象物を発見すると、

座り込んでハンドラーに知らせる

ハンドラーからの知らせを受けた

家畜防疫官が手荷物検査を実施
12
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 外国人技能研修生・留学生の受け入れ団
体に事前対応型の周知活動を強化

 携帯品として持ち込まれる鶏肉等から高病
原性鳥インフルエンザのウイルスが分離

 我が国への旅行者が利用する航空会社等へ
の広報活動の実施（機内アナウンス、出国
時チェックインカウンターでの広報）

台湾松山空港等

（中華航空）

ベトナムダナン空港

（ベトナム航空）

中国福州長楽空港

（厦門航空）

携帯品として持ち込まれる畜産物に対する検疫対応の強化

モニタリング検査の結果

検査対象：中国、韓国、台湾、フィリピン等からの牛、豚、鶏の筋肉、臓器等

検査期間：平成27年６月～平成３０年６月（総検査検体数 ６２５件(*)）

搭載国 畜 種 分離ウイルス（株数）（赤字は高病原性） 調査時期

中国 あひる 鳥インフルエンザウイルスH9N2（２株） 平成27年度
鳥インフルエンザウイルスH1N2（１株）

鳥インフルエンザウイルスH5N6（１株）

鶏 鳥インフルエンザウイルスH9N2（１株）

鳥インフルエンザウイルスH5N1（１株）

鳥インフルエンザウイルスH5N6（１株）

台湾 鳥インフルエンザウイルスH9N2（１株）

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ ニューカッスル病ウイルス（１株）

中国 あひる 鳥インフルエンザウイルスH7N9（１株） 平成28年度

ﾍﾞﾄﾅﾑ 鶏 ニューカッスル病ウイルス（１株）

中国 鳥インフルエンザウイルスH9N2（１株）

ﾍﾞﾄﾅﾑ 鳥インフルエンザウイルスH9N2（２株）

中国 あひる 鳥インフルエンザウイルスH7N9（２株） 平成29年度

台湾 鳥インフルエンザウイルスH5N1（１株）

鶏 鳥インフルエンザウイルスH6N1（１株）

中国 あひる 鳥インフルエンザウイルスH7N3（1株） 平成30年度
(*)H30年６月までに検査終了した検体数 21



 成田空港(株)が提供するスマートフォン用アプリ
「TABIMORI」で動物検疫情報を提供

 日本語・英語で水際対策に関する注意喚起等を案内

 動物検疫所ホームページで、動物検疫・水際対策
に関する情報を多言語で提供

英語、中国語（簡体語・繁体語）、韓国語、タイ語、タガログ語、ビルマ語 等

水際対策

畜産物の輸出入手続

犬等の輸出入手続

 今年度から、動物検疫・水際対策に関する多言語動画
をYou Tubeで提供

日本語、中国語（簡体語、繁体語）、ベトナム語、タガログ語

日本語：僕にお座りをさせないで！

【中国語（繁体語）】【中国語（簡体語）】 【ベトナム語】 【タガロク語】

１ アプリをインストール後、 「TABIMORI」にアクセス。
（「Google play」、「App store」でインストール可能（無料））

２ 情報サイトに移動 ３ お知らせ
公共機関情報にアクセス

多言語での情報提供
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中国南方航空のSNS日本語ページを用いた広報活動
～facebookへの記載（2017年2月23日18時）～

【「検疫探知犬ティナとギャリー」～成田空港より～】

皆さんこんにちは！成田空港スタッフです。

突然ですが、写真1枚目のポスターに見覚えありませんか？
多くの方は既にご存知かもしれませんが、検査証明書のないハムやソーセージは海外から国内へ
の持ち込みは家畜伝染予防法により禁止されています。空港では不正持ち込みを防止するため
に、動物検疫所が様々な対策を行っています。

今日は成田空港で活躍する探知犬ティナとギャリーによる探知活動をご紹介致します！

第1ターミナルの預け荷物受取所にて国際線便が到着する前に
ハンドラーの竹内さん＆ビーグル犬のティナ（写真2枚目）、
ハンドラーの榎木さん＆ビーグル犬のギャリー（写真3枚目）は既に準備を整えています。
ベルトコンベアからターンテーブルに運ばれてきた荷物を入国した旅客が次々とピックアップし
ていく中、
ハンドラーの竹内さんから「work find！！」の掛け声と共に荷物一つ一つを嗅ぎながら早足で歩
きまわるティナ（写真4枚目）。

🐶「怪しい！」

と感じた荷物の横にお座りをしてハンドラーの竹内さんに知らせます。動物検疫所にお話を伺っ
たところ生肉、ハムやジャーキーを持ち込むケースが多いのだそうです。

察知出来たご褒美として誉め言葉「good boy！！」とおやつが食べられます。
クッキーとお肉の2種類がありますが、目を輝かせながら見ているのはお肉のほうでしょうか。

探知犬は旅客の荷物の中から対象であるものを嗅ぎ分けて知らせるよう訓練されています。
鳥インフルエンザや口蹄疫といった家畜の伝染病が日本へ侵入することを防ぐという重要な役割
を担っています。
日本で検疫探知犬が導入されたのは2005年12月、中国で鳥インフルエンザが猛威を振るった年で
す。犬種を見ると現在日本各空港と郵便局を合わせ「動植物検疫探知犬」の数は合計26頭です。
そのうち24頭はビーグル、残りの2頭はラブラドール・レトリバーになります。
ティナとギャリーはハンドラー、トレーナーと共に検疫が厳しいオーストラリアで訓練を受けた
後に成田空港へやってきました。2頭は同期入社、既に5年目のベテランです。
持ち込みが禁止食品には、肉製品のほかにリンゴ等の果物も対象となりますので、皆さん注意し
てくださいね！

中国南方航空日本地区
http://www.csair.co.jp
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関西空港株式会社オフィシャルサイト、アプリでの動物検疫情報の掲載
http://www.kansai-airport.or.jp/contact/

 関西空港株式会社が提供するスマートフォン用アプリにおいて、動物検疫・水際対策の情報を提供
 日本語・英語で、水際対策に関する注意喚起、畜産物の輸出入手続等を案内

アプリ画面

関西空港株式会社オフィシャルサイト
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旅行客が増加する時期に合わせた多言語広報ポスター

○ 旅行客が増加する時期にあわせ、職員が広報用ポスターを作成し、各空海港に設置。

○ 動物検疫所のホームページに容易にリンクできるよう、各ポスターにはQRコードを添付。

＜中国でのアフリカ豚コレラの発生や夏休みシーズンに合わせた注意喚起＞
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都道府県と共同して旅客、イベント参加者等に対し動物検疫パンフ

レットの配布等を実施

● 広報キャンペーン

連携都道府県 広報キャンペーン実施場所等 実施回数

北海道 新千歳空港 ５(※)

東京都 東京みなと祭り １

山口県
下関港 ２

山口宇部空港 ２

大分県 大分空港 ３

北九州市 北九州空港 １

福岡県
福岡空港 ３(※)

博多港 ５

長崎県
比田勝港、厳原港 ４(※)

長崎空港 １

佐賀県 佐賀空港 １

熊本県 熊本空港 １

宮崎県 宮崎空港 ７(※)

鹿児島県 鹿児島空港 １０(※)

沖縄県 那覇空港 ５

都道府県と連携した広報（１）（平成２９年度）

※韓国口蹄疫発生に伴う緊急広報キャンペーンを含む（平成30年4月実施）
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・第11回全国和牛能力共進会宮城大会に出展。また、来場者向けの日本語/

中国語ポスターを羽田、成田、仙台各空港に掲示。

・各地自治体主催の動物愛護フェスティバル（福岡県、京都市 他）、

みゃーく農業感謝祭（宮古島市）に出展。

・定期的に都道府県と「動物検疫に関する連絡会議」を開催し、動物検疫

所の検疫業務等を発信

● 各種イベントへの参加による広報

● その他

・北海道宗谷地方（頓別コミュニティセンター他）において、中国人技能

実習生を対象とした畜産物等の輸入検疫についての講義を実施

・大阪府八尾市の多言語情報誌（英語、中国語、ベトナム語）に畜産物等

の輸入検疫について掲載。

・沖縄県中央家畜保健衛生所と共同でJAおきなわの農業実習生を対象とし

た動物検疫についての講義を実施。

●外国人技能実習生等への注意喚起

都道府県と連携した広報（２）（平成２９年度）
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都道府県と
連携した

侵入防止策

動物検疫所
機能の一層

の活用

国内防疫と
輸出促進

 事前対応型注意喚起／発生予防
外国人技能研修員、生産者、港湾関係者等への情報提
供、衛生指導

 国内発生時の緊急支援(人材育成、防疫資材の管理)

 検査技術の活用とヒト・技術の双方向の交流

 リスク評価情報、検査室SOP経験の活用

 国内の疾病コントロールと輸出による畜産業の振興

 生産、加工、流通の関係者への輸出検査の情報発信

 輸出手続きの簡素化・システム化

都道府県と連携した水際対策の推進のため

 着地検査と輸入検疫の一体化
輸出国情報と検疫情報の共有➕着地検査情報のフィー

ドバック

 人材育成のため、動物検疫所の家畜防疫官を家畜保健衛生
所（神奈川県、愛知県、熊本県）に派遣・交流し、国内防
疫について経験の場を設定
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家畜伝染病予防法施行規則を一部改正

平成２９年１１月１日から、以下を動物検疫の対象に追加 ※携帯品を除く

乳、脱脂乳、クリーム、バター、チーズ、
れん乳、粉乳、乳を主要原料とする物

【対象範囲のHSコード】

 ０４０１（ミルク、クリーム等）

 ０４０２（ミルク、クリーム等）

 ０４０３（バターミルク等）

 ０４０４（ホエイ等）

 ０４０５（バター等）

 ０４０６（チーズ等）

 ３５０２．２０、３５０２．９０（ミルクアルブミン、濃縮ホエイ等）

 ２３０９．１０、２３０９．９０（対象の乳・乳製品を原料に含む飼料・ペットフード等）

具体的品目をHSコードで分類

ただし、以下のものは対象外

 ０４０１～０４０６のうち、

発酵乳、無糖れん乳、無糖脱脂れん
乳、バターオイル、プロセスチーズ

 ３５０２．２０のうち、
分画精製されたα‐ラクトアルブミン

 従来から対象外としている以下のもの
缶詰、瓶詰、レトルト、ドライペットフード

平成２９年１１月１日以降に
・輸入：本邦に陸揚げした貨物
・輸出：通関する貨物 が対象

乳製品の指定検疫物への追加
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輸出国

⑥輸入検査

農林水産省

⑤ 輸 入 検 査 申 請
（NACCS利用）

不合格

③乳製品の指定港

輸入者

②輸出検査 動物検疫所

違反・異常あり

⑦モニタリング検査

書類検査

精密検査
（必要に応じて）

現物検査
（抜き打ち検査）

輸入検疫証明書の交付
（ N A C C S で 通 知 ）

①家畜衛生条件
（偶蹄類動物の乳製品）

④指定検査場所
（or 動物検疫所）

検査証明書の取得

乳製品の輸入検査の概要
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平成28 平成29 平成30

8,951 
14,712 

7,225 

1,040 1,270 149
4,016 3,546 1,995

牛 豚 馬
（頭数）

平成28 平成29 平成30

566,957
410,076  319,445

初生ひな（⽻数）

769
252

202

47

カナダ

フランス

米
国

デンマーク

カナダ
2,765

その他
781

肥育用
12,187

乳用繁殖
用

2,522

その他
3

初生ひな（国別内訳）馬（国別内訳）豚（国別内訳）
全て繁殖用

牛（用途別内
訳）
全て豪州産

平成29年国別・用途別内訳

英国

米国

ニュー

ジーランド
64,986

127,398

121,527

カナダ
59,295

その他
36,870

主な家畜の輸入実績（平成29年、30年は速報値）

（1～6月）
（1～6月）
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動物衛生に関する国際連携

○ FMD・HPAIに関する東アジア地域シンポジウム
- 2011年から毎年、東アジア地域におけるTADsの拡大防止に向けた情報交換

を実施（2018年（第8回）は6月に韓国で開催予定）

○ 越境性動物疾病への対応に関する協力
- ３か国大臣級で署名された「越境性動物疾病への対応に関する協力覚書」

（2015年９月）に基づき、情報共有等の協力を推進

○ 出入国旅客の携帯品検査等の協力強化
- 日中当局間の副局長級で「出入国旅客の携帯品及び郵便物検疫協力強化

に関する覚書」に仮署名（2017年11月）

○ 農研機構 動物衛生研究部門（日本）
（2016年３月以前は、動物衛生研究所）

⇔2012年10月 農林畜産検疫本部（韓国）
⇔2016年 3月 蘭州獣医研究所（中国）
⇔2016年 3月 哈爾浜獣医研究所（中国）
⇔2016年12月 ロシア連邦動物衛生センター（ロシア）

日中韓の協力

○ デンマーク（2014年３月３日）

- 動物衛生等の分野で当局間、民間企業、研究機関間の協
力の拡大の重要性を強調

○ ポーランド（2015年２月27日）

- 獣医当局及び国立獣医研究機関の協力の進展を支持

○ 中国、韓国（2015年11月１日）

- TADsに対処していくため協力が不可欠

○ ウルグアイ（2015年11月６日）

- TADsに対する獣医当局及び国立獣医研究機関の協力の進
展を支持

○ アルゼンチン（2017年5月19日）

- 口蹄疫等の越境性動物疾病に関する獣医当局及び国立獣
医研究機関間の協力の進展を支持

首脳間の共同声明

○ アジアの人獣共通感染症対策、獣医組織能力の強化
- ＨＰＡＩ、ＡＭＲ等の対策のワークショップ開催、獣医組織能力の評

価、技術者の研修 等

○ アジアのTADsの清浄化に向けた取組支援
- 防疫ロードマップの策定、重要疾病の監視、情報共有の推進 等

・高病原性鳥インフルエンザ（HPAI）、口蹄疫(FMD)等の越境性動物疾病（TADs）や薬剤耐性（ＡＭＲ）対策は、国際的な協力関
係が不可欠であるという共通認識のもと、首脳間の共同声明やＧ７の枠組みで獣医当局間や研究所間の協力の重要性を指摘。
・また、HPAIやFMD等が継続的に発生している近隣諸国との協力関係を強化し、疾病情報の共有、防疫対策等の向上を強力に
推進することにより、東アジア地域の疾病の発生拡大を防止し、我が国への侵入リスクを低減。

○ Ｇ７首席獣医官フォーラム
- 2016年4月のG7新潟農業大臣会合宣言に基づき、

第1回フォーラムを東京で開催（2016年11月）
- 第2回フォーラムはローマで開催（2017年10月）

- 抗菌剤の治療目的での使用や責任ある慎重な使用に関する
定義について合意

- 鳥インフルエンザの防疫及びサーベイランスの強化に関する
Ｇ７首席獣医官取りまとめ文書に合意

- サイドイベント「高病原性鳥インフルエンザ世界会議」を開催

Ｇ７の協力枠組み

獣医研究所間のMOU締結

ＯＩＥ（国際獣疫事務局）を通じた協力
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